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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 平　京子様～８月５日、歯科受診し抜糸しています。来週も歯科予定となっていま

　　　　　　　　す。

· 家族交流会へのご家族の出欠を取りますので、面会にいらしたご家族へ来られるかの確認をお願いします。チェック表がありますので確認できたら記入をお願いします。

· 記録の記載について

スタッフからの介入を行ってもデータ（D）のみで記載されている事が多くアクション（A）の記載が省略されている場合が多いのでフォーカスチャーティングの仕方に従って記載するように心掛けてください。

　　フォーカスもケアプランや問題点に沿って載せるようにしてください。　

＜疾病・服薬教室より＞

　　現在テキストの見直しを行っている段階です。

　①基礎コース

　　基礎となる内容。

　②ステップアップコース

　　自分の生活をふり返りながら、どのように健康を維持するか、ストレスへの対処の仕方、症状のコントロール

　③フォローアップコース

　　家族関係の修復と維持

　以上の内容で検討中とのことです。決定や変更になった際は再度報告しますので病棟スタッフの協力をお願いします。

＜ナイトプログラム内容について＞

　目的　余暇時間の臥床傾向などを防ぎ患者様に有意義な時間の提供をする。

　現在、最も多い内容がゲーム、クイズ系でマンネリとなっている為、新たな内容を取り入れてはどうか。ということで話し合っています。

　・現在行われているプログラムの他に季節感を感じられるような物を取り入れてみてはどうか（例：祭りの由来など）。

・音楽鑑賞やカラオケ。

・その他、患者様からの要望として

　　勉強会（病気について、社会のしくみについて、歴史について）

　　ビンゴ、クイズ、ゲーム

　　ストレッチ

　　などが挙がっています。

　

　また、ナイトプログラムのやり方についても意見が出ています。

　・６～７人ずつの少人数でのディスカッション。

　・曜日ごとに大体の目安となる実施項目を決める。

　・２グループ程度に分けての実施。

　※問題点として

　　グループに分けると、自由時間となる患者様もいる為、ナイトプログラム参加の患者様が集中できないのではないか。

　　グループに分けて同時進行にした場合、現行では介護スタッフ１名で行っている為、全てのグループに目が行き届かない。

　　などが挙がっています。

　　








































